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地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果 ―― 概要概要

調査結果によると、「アナログ放送停波」の認知度は９３．９％、「アナログ停波時期」の認知度は
６０．４％、「地上デジタル放送対応受信機」の世帯普及率は２７．８％となっている。

１．調査概要

(1) 対象地域 全国４７都道府県の全域

(2) 対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人

(3) 有効サンプル数 約７０００

２．主な調査項目

(1) 地上デジタルテレビ放送一般に関する認知

(2)  地上デジタルテレビ放送の視聴状況と評価

(3)  地上アナログテレビ放送停波に関する認知

(4) 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率

(5) 今後の受信機購入時の対応

【アナログ停波時期の認知度の推移】

4.0% 6.4%

9.2%

2.5%

3 .8%

73.9%

2.0% 7.0%

60.4%

3.5%

2.8%

24.3%
～2009年

2010年

2011年

2012年

2013年以降

分からない・不明

17年調査 18年調査 19年調査

資料２
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調査概要
○調査実施時期 平成１９年２月２２日より調査票発送開始
○調査対象地域 全国４７都道府県の全域
○調査対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人
○調査方法 郵送調査
○有効サンプル数 ７，２６９
○調査委託先 (株）ビデオリサーチ

（ページ）
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１１ 地上デジタルテレビ放送一般に関する認知地上デジタルテレビ放送一般に関する認知

8.8% 0.3%

90.9%

知っている

知らない

不明

地上デジタルテレビ放送の認知

65.1%

12.7%

21.8%
0.4%

視聴可能エリア

まだ視聴できないエリア

分からない

不明

「知っている」との回答者

(59.1%)

(11.5%)

(  )内は調査母数全体に占める比率

地上デジタルテレビ放送の認知経路（複数回答）

2.7

10 .1

13 .9

7 .6

26 .5

4 .0

1 .0

8 .6

7 .1

6 .9

88 .9

11 .2

40 .8

0 20 40 60 80 100

（%）

居住地域での地上デジタルテレビ放送視聴可否の認知

6.0

19.7

10.8

30.3

16.5

43.5

44.4

75.6

0 20 40 60 80

地上デジタルテレビ放送に期待すること（複数回答）

地上デジタルテレビ放送に関する基礎的な認知は約９割と向上。具体的な視聴の可否や停波時期などの理解を

より高め、受信機普及につなげていくことが今後の課題。認知経路としては、テレビや新聞のマス媒体以外に販

売店頭の割合が約３割と高いことから、流通でのアピールが重要と思われる。

地上デジタルテレビ放送に関する基礎的な認知は約９割と向上。具体的な視聴の可否や停波時期などの理解を

より高め、受信機普及につなげていくことが今後の課題。認知経路としては、テレビや新聞のマス媒体以外に販

売店頭の割合が約３割と高いことから、流通でのアピールが重要と思われる。

（全員）

(19.8%)

（%）

画質や音質のよい番組の視聴

地域情報や災害情報など暮らしに
役立つ身近な情報の充実

データ放送画面でニュースや天気
予報など最新情報の取得

字幕・解説放送や音声速度の変換など
による高齢者に優しい放送の充実

見たい番組をテレビ画面上の番組ガイド
で検索したり視聴予約すること

クイズ番組での視聴者参加型サービス
など双方向機能の充実
ハードディスクを搭載した録画機器と
連動した番組の自動保存・シーン検索・
ダイジェスト視聴

その他・不明

新聞

雑誌

テレビ

ラジオ

ボスター・パンフレット

インターネット

イベント会場

市区町村の広報誌

家電量販店の店頭

メーカー系列店

家族

友人・知人

その他・不明
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２２ 地上デジタルテレビ放送の視聴状況と評価地上デジタルテレビ放送の視聴状況と評価

地上デジタルテレビ放送の視聴状況は２２．０％。一方、地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は２７．

８％※であり、対応受信機を保有しながら地上デジタルテレビ放送を視聴していない世帯が約５％存在。実際に視

聴した満足度では、「満足、やや満足」を合計して約７割に達しており、その理由は「画質」が圧倒的に多い。

地上デジタルテレビ放送の視聴状況は２２．０％。一方、地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は２７．

８％※であり、対応受信機を保有しながら地上デジタルテレビ放送を視聴していない世帯が約５％存在。実際に視

聴した満足度では、「満足、やや満足」を合計して約７割に達しており、その理由は「画質」が圧倒的に多い。

地上デジタルテレビ放送の視聴状況（複数回答）

43.6%

25.7%

17.3%

6.6%

1.8%

4.9%

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

不明

視聴できない理由（複数回答）

満足層の理由（複数回答）

（%）

1.3

14.5

24.6

6.4

41.9

39.7

93.7

0 20 40 60 80 100

番組予約

マルチ編成

データ放送

番組参加

画質

音質

不明

22.7

12.9

25.8

46.7

22.0

0 10 20 30 40 50

スカイパーフェクＴＶ！
ｅ２ ｂｙ スカパー!

地上デジタルテレビ放送

ＢＳアナログ放送

ケーブルテレビ

ＢＳデジタル放送

地上デジタルテレビ放送の満足度（全員）

「視聴可」との回答者

「満足」「やや満足」との回答者

満足層計
69.3％

不満層計
8.4％

「視聴不可」との回答者

7.5

2.1

6.1

26.7

52.5

0.6

7.8

7.4

61.0

27.0

16.5

0 20 40 60 80

（%）

居住地域でまだ放送が開始されていないから

アンテナなどの設備が対応していないから

受信機を持っていないから

居住地域で視聴できるかどうか分からないから

地上デジタルテレビ放送の魅力が分からないから

ハイビジョン番組などがあまり放送されていないから

地上アナログテレビ放送終了までに対応すればよいから

地上アナログテレビ放送で満足しているから

あまりテレビを見ないので、関心がないから

分からない

不明

※ 「４ 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率」参照
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93.9%

5.0%

1.1%

知っている

知らない

不明

地上アナログテレビ放送停波についての認知

2.0% 7.0%

60.4%

3.5%

2.8%

24.3%
～2009年

2010年

2011年

2012年

2013年以降

分からない・不明

地上アナログテレビ放送停波の時期についての認知（全員）

地上アナログテレビ放送が停波することは９割以上の人が知っており、２０１１年という正確な認知は６０．４％。

地上デジタルテレビ放送の視聴層は停波に対して肯定的な意見が多いことから、実際に視聴してもらうイベント

などの機会を創出していく必要がある。

地上アナログテレビ放送が停波することは９割以上の人が知っており、２０１１年という正確な認知は６０．４％。

地上デジタルテレビ放送の視聴層は停波に対して肯定的な意見が多いことから、実際に視聴してもらうイベント

などの機会を創出していく必要がある。

（全員）

３３ 地上アナログテレビ放送停波に関する認知地上アナログテレビ放送停波に関する認知

地上アナログテレビ放送停波についての感想（複数回答）

様々な魅力をもつ地上デジタル
テレビ放送が視聴できるのでよい

電波の有効利用につながるからよい

国の政策だから仕方がない

できれば地上アナログテレビ放送を
続けてもらいたい

分からない・不明

（%）

（全員）

10 .0

4 6 .7

2 9 . 9

1 2 . 9

3 4 . 4

8 . 1

3 0 . 3

2 7 . 2

1 9 . 5

4 8 . 9

0 20 40 60

地上デジタ
ルテレビ放
送視聴層

地上アナロ
グテレビ放
送視聴層

9.6

43 .1

29 .3

14 .3

37 .6

0 20 40 60

（%）

（地上デジタルテレビ放送視聴可否別）
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４４ 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率

地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は２７．８％とクリティカルマス※の水準に到達し、今後急速な

普及が見込まれる。購入の動機として、ハイビジョン番組を見たい、薄型テレビが欲しいなどの他、地上アナログ

テレビ放送停波を見越して、というものがみられる。

地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は２７．８％とクリティカルマス※の水準に到達し、今後急速な

普及が見込まれる。購入の動機として、ハイビジョン番組を見たい、薄型テレビが欲しいなどの他、地上アナログ

テレビ放送停波を見越して、というものがみられる。

受信機の保有状況（複数回答）

次のいずれかの受信機を保有

チューナー内蔵テレビ

外付けのチューナー

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵パソコン

セットトップボックス
（ＣＡＴＶ）

（全員）

19.2

33.2

10.3

41.2

32.6

1.2

1.0

7.5

31.8

0 10 20 30 40 50

受信機の購入動機（複数回答）
（%）

ハイビジョン放送などを見たかったから

データ放送を見たかったから

視聴者参加型サービスを
利用したかったから

テレビでインターネットをしたかったから

薄型テレビが欲しかったから

故障など買い替え時期だったから

アナログテレビでも見たかったから

現在の地上アナログテレビ放送終了を
見越して

その他・不明

（%）

２台目以降に買い増ししたい受信機タイプ（複数回答）
（%）

チューナー内蔵パソコン

セットトップボックス
（ＣＡＴＶ）

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ

外付けのチューナー

その他・分からない・不明

タ
イ
プ
別
内
訳

23.7

2 .8

13 .0

31 .8

3 .6

59 .2

0 20 40 60 80

8.2

1 .3

7 .4

1 .3

19.3

27.8

0 10 20 30 40 50

※加速度的に普及が伸びるまでに必要な量。一般に家電製品では、普及率ベースで20%程度。

「いずれか保有」
との回答者
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５５ 今後の受信機購入時の対応今後の受信機購入時の対応

今後の購入予定では、「今のテレビが故障したら」、「受信機の価格が安くなったら」購入するとの意見が多く、１

台目に購入したい受信機タイプは、テレビ、録画機、外付けチューナーの順。また、最も重視するポイントに「価

格」が挙げられており、受信機の一層の多様化・低廉化が求められている。

今後の購入予定では、「今のテレビが故障したら」、「受信機の価格が安くなったら」購入するとの意見が多く、１

台目に購入したい受信機タイプは、テレビ、録画機、外付けチューナーの順。また、最も重視するポイントに「価

格」が挙げられており、受信機の一層の多様化・低廉化が求められている。

１台目に購入したい受信機タイプ（複数回答）

21.1

4.3

9.6

35.1

10.1

70.0

0 20 40 60 80

購入時に重視すること（複数回答）
（%）（%）

4.8

28.8

15.2

59.6

53.2

34.2

76.4

0 20 40 60 80

機能がシンプルなこと

信頼できるメーカー
であること

画質・音質がよいこと

価格が安いこと

操作性がよいこと

その他・分からない・不明

チューナー内蔵パソコン

セットトップボックス
（ＣＡＴＶ）

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ

外付けのチューナー

その他・分からない・不明

機能が豊富なこと

今後の購入予定（複数回答）

年内に購入する

受信機の価格が安くなったら購入する

今のテレビが故障したら購入する

居住地域の放送開始にあわせて
購入する

まわりの様子をみて判断する

当面の間、購入する予定はない

分からない

不明

（%）

5 .4

5 .6

20 .1

13 .1

15 .7

39 .2

29 .2

3 .2

0 10 20 30 40 50

（「地上デジタルテレビ放送受信機を１台も保有していない」との回答者）


